
青谷町総合支所　「鳥取市新市域振興ビジョン」推進計画　進捗チェック状況

短期 中期 長期

～２９年度 ～R元年度 ～Ｒ５年度 成果（何をどれだけ） 成果（何をどれだけ） 次年度以降への課題・方向性 実施内容
予算額
（千円）

決算
額
（千
円）

目標
達成
度

事業
の

方向
性

実施内容 予算額
（千円）

決算
額
（千
円）

目標
達成
度

事業
の

方向
性

実施計画 実施内容 予算額
（千円）

決算額
（千円）

目標
達成度

事業
の

方向
性

成果（何をどれだけ） 今後の課題・方向性

○青谷憩いの
場整備等

○青谷憩いの場
整備等

広場測量設計を完了。
旧公民館及び講堂の解体撤去を
完了。

計画していた施設整備をすべて完了

広場は公共空地として都市環境課が所管し、維
持管理は支所で行うが芝生の管理は地域の団体
に依頼する。

施設整備　完了 － － － － － － － － － －
R元年度で完了
青谷ようこそ広場

都市企画課
青谷町総合支所 1

○ＪＲ駅前広場
周辺整備等

○ＪＲ駅前広場
周辺整備等

・広場測量設計業務を完了。
・バス待合所建築設計を完了。
・駐在所の解体撤去を完了。

計画していた施設整備をすべて完了

バス待合所に観光案内コーナーを併設し、観光
情報の提供に利用する。

施設整備　完了 － － － － － － － － － －
R元年度で完了
JR青谷駅前整備

都市企画課
青谷町総合支所 2

○企業誘致 ○企業誘致 ○企業誘致

西部地域三町で候補地をピック
アップし、工業団地造成における
諸課題に対する関係課の意見聴
取を行いながら、候補地を検討し
ている。企業立地・支援課と連携
し、企業誘致に努めている。

工業団地設置における諸課題や候補地の検討 工業団地設置における諸課題や候補
地の検討に努める。

工業団地設置における諸課題や候補地の検討 － －
C.未
達

3.現
状維
持

鳥取市に立地したいという企業の情報がなかったため未実施 － -
C.未
達

3.現
状維
持

鳥取市に立地したいという企業の情報があれば、企業立
地・支援課と連携をとりながら工業団地設置における諸
課題や候補地の検討等を実施

鳥取市に立地したいという企業の情報がなかったため、特
になし

－ － C.未達
3.現状
維持

工業団地設置における
諸課題や候補地の検討
を進めたが、青谷地域
への立地情報が無く企
業立地に繋がらなかっ
た。

企業立地・支援課と支
所の連携が必要であ
り、支所のみで動ける
事項ではない。

企業立地・支援課
青谷町総合支所 4

地域活性化
イベントの再
構築
【協働のまち
づくりの推
進】

○鳥取市西い
なば地域振興
グランドデザイ
ンとの連携
○地域活性化
イ ベ ン ト の 再
考・定着

○地域活性化イ
ベントの再考・定
着

○地域活性化イ
ベ ン ト の 再 考・
定着

因州和紙フェスタ＆ひおき収穫祭
・和紙イベントをとおして因州和紙
をＰＲし、地区住民あげての日置
地区の農産物販売や食のバザー
等で和紙産地の魅力を発信し
た。

青谷ようこそ市場
・青谷ようこそ市場は、支所が事
務局となっており、参加団体の認
識が低かったが、Ｈ２９年度より
各回の担当団体を決め、自主性
を高める試みを実施。一定の効
果があったと判断。
・１年目のＨ２８年度より２年目の
Ｈ２９年度は来場者増。

因州和紙産地強化事業
・因州和紙フェスタ＆ひおき収穫祭を開催。日置
地区まちづくり協議会と一緒になり実施。チラシの
新聞折り込みを行い、町外へPRした。
・鳥取市地産地消フェア等様々な機会を通して因
州和紙をＰＲした。
●町内外からの集客の増加に結び付けることが
でき、「和紙の里ひおき」の新たな活性化イベント
の開催、定着による成果を得ることができた。

青谷ようこそ市場
・町外からの集客を図るため、チラシの新聞折り
込みを行い、広くイベントを周知した。
・青谷上寺地遺跡調査室やかちべ伝承館等の企
画団体と連携し、多様なイベントを実施。
●年度ごとに企画を再検討し、イベント展開の再
考を行うとともに、新たな出店者増につなげるな
ど、青谷地域のイベントとして定着を図ることがで
きた。
　述べ出店数　Ｈ30年度　　77
　　　　　　　　　　Ｒ元年度　  84

因州和紙産地強化事業
・因州和紙イベント開催を通して、魅
力の発信、集客、企画内容、ＰＲ方法
等について、更に効果的な取組を検
討する。
・技術伝承・後継者育成等因州和紙
の産地強化につながる取組を検討す
る。

青谷ようこそ市場
・各回ごとに中心となる企画団体を決
め、自主性を高めているが、あおいち
全体の自主運営には至っていない。
中心的役割を果たす団体の育成に継
続して取り組む。

鳥取市西地域連携による広域的なイ
ベント開催を検討する。

伝統産業である因州和紙の産地強化と青谷町の賑わい創出を目的とした定期的
イベント開催及び青谷上寺地遺跡の利活用を推進する事業の支援
〈青谷因州和紙産地強化事業〉
・因州和紙フェスタ＆ひおき収穫祭（11月）は、新型コロナウイルス感染拡大防止
のため中止
・手すき和紙保存事業でトロロアオイ、こうぞの試験栽培を実施
・和紙PR事業で10/11青谷小・中学生による手作り和紙しおり配布による青谷魅
力発信の取組を支援
〈青谷ようこそ市場事業〉
・あおいちギャラリー（10/2～17）  692人
・あおいちイルミネーション（12/15～1/15）
・青谷ようこそ市場（4回開催予定）は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため
中止
〈青谷上寺地遺跡利活用推進事業〉
・青谷かみじち遺跡まつりは、、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止。代
替事業として、青谷かみじちスタンプラリー実施（10/23～11/7）
・青谷上寺地遺跡 史跡公園の楽しみ方とまちのにぎわいづくりを考えるつどい
（11/21開催）
・青谷上寺地遺跡ボランティア養成講座（年6回）鳥取市文化財団に委託実施

2,850 888
C.未
達

3.現
状維
持

伝統産業である因州和紙の産地強化と青谷町の賑わい創出を目的とした定期的
イベント開催及び青谷上寺地遺跡の利活用を推進する事業の支援
〈青谷因州和紙産地強化事業〉
・因州和紙フェスタ＆ひおき収穫祭（11月）は新型コロナウイルス感染拡大防止の
ため中止としたが、とっとり弥生の王国青谷かみじちフェスタに参加した。
・手すき和紙保存事業でトロロアオイ、こうぞ栽培への支援
・和紙PR事業ですくすく保育園園児の作品を道の駅に展示
〈青谷ようこそ市場事業〉
・青谷ようこそ市場（3回開催予定）は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため2
回中止したが、10/23　青谷ようこそ館前広場で開催（来場者約400人）
・あおいちギャラリー（9/3～25、入場者721人）
・あおいちイルミネーション（12/15～1/15）
〈青谷上寺地遺跡利活用推進事業〉
・とっとり弥生の王国青谷かみじちフェスタ（11/13、来場者約1,800人)
・青谷かみじちスタンプラリー（11/6～11/27、参加者124人）
・青谷かみじち史跡公園オープンに向けて、まちのにぎわいづくりを考えるつどい
　　第１回　9/25開催　31人　　第２回　2/4開催　24人

2,850 1,969
C.未
達

3.現
状維
持

伝統産業である因州和紙の産地強化と青谷町の賑わい
創出を目的とした定期的イベント開催及び青谷上寺地遺
跡の利活用を推進する事業の支援
〈青谷因州和紙産地強化事業〉
・日置地区納涼祭で和紙ドームの制作、展示
・手すき和紙保存事業でトロロアオイ、こうぞ栽培への支
援
・和紙PR事業の実施
〈青谷ようこそ市場事業〉
・青谷ようこそ市場（7・9月開催予定）
・あおいちギャラリー（10/21～11/5）
・あおいちイルミネーション（12/15～1/15）
〈青谷上寺地遺跡利活用推進事業〉
・とっとり弥生の王国青谷かみじちフェスタ（11/23)
・青谷かみじちスタンプラリー（11/11～12/3）
・青谷かみじち史跡公園オープンに向けて、まちのにぎわ
いづくりを進めるつどい（第1回7月、第2回2月予定）

伝統産業である因州和紙の産地強化と青谷町の賑わい創
出を目的とした定期的イベント開催及び青谷上寺地遺跡の
利活用を推進する事業の支援
〈青谷因州和紙産地強化事業〉
・日置地区納涼祭で和紙ドームの制作、展示
・手すき和紙保存事業でトロロアオイ、こうぞ栽培への支援
・和紙PR事業の実施
〈青谷ようこそ市場事業〉
・青谷ようこそ市場（7・9月開催予定）
・あおいちギャラリー（10/21～11/5）
・あおいちイルミネーション（12/15～1/15）
〈青谷上寺地遺跡利活用推進事業〉
・とっとり弥生の王国青谷かみじちフェスタ（11/23)
・青谷かみじちスタンプラリー（11/11～12/17）
・青谷かみじち史跡公園オープンに向けてまちのにぎわい
づくりを進めるつどい（第1回10/7、第2回3/3）
・史跡公園オープニングイベント「古代米のもちつき」（3/24）

2,850 2,485 A.達成
2.改善
継続

伝統産業事業者と協働
し、因州和紙のPRや手
すき和紙の保存継承に
取り組むなど、因州和
紙産地強化を推進でき
た。

地域住民や事業者と協
働し、様々な地域イベン
トを開催してにぎわいを
創出した他、青谷かみ
じち史跡公園のオープ
ンに向けた着地型観光
体制の整備に取り組ん
だ。

因州和紙産業の強化
や、地域のにぎわい創
出に引き続き取り組ん
でいく必要があるが、事
業者や団体構成員の高
齢化、青谷かみじち史
跡公園のオープンなど
の状況の変化に対応
し、イベントの実施方法
や事業の、目的内容の
再精査が必要である。

青谷町総合支所 5

地域コミュニ
ティの充実

【協働のまち
づくりの推
進】

○各地区のま
ち づ く り リ ー
ダーの発掘
○各地区のま
ち づ く り リ ー
ダーの育成
○各地区公民
館周辺整備検
討

○各地区のまち
づくりリーダーの
育成
○ 各 地 区 公 民
館 周 辺 整 備 検
討

○まちづくりリー
ダーの発掘・育
成

○まち づくり団
体の育成

〇まち づくり協
議 会 組 織 の 充
実

・新たな団体や地域づくりリー
ダーの育成に繋がりがたかった。

・青谷の地域資源（鳴り砂、因州和紙、青谷上寺
地遺跡など）を次世代に継承するため、様々な取
組を行う青谷地域づくり連絡協議会への支援を
行った。
・積極的に都市部の地区と交流を図り、活動の輪
を広げる団体を支援した。
●まちづくりに関わる各種団体等の支援を通じ
て、意識醸成を図る中で、意欲的に取組む団体・
リーダーの育成を進めることができた。

・青谷地域の自然や歴史文化の魅力
を地域住民に啓発するとともに、保全
活動を推進する青谷地域づくり連絡
協議会への支援を行う。

・各地区のまちづくり協議会の組織強
化を支援し、リーダーの育成につなげ
る。

・地域活性化推進事業を通じて地域活動団体「青谷地域づくり連絡協議会（9団
体）」を支援：　因州和紙活用活動、環境美化活動、鳴り砂保全活動、青谷上寺地
遺跡学習活動、ふるさとＰＲ活動、長尾鼻自然保全活動、池田市交流促進活動、
青谷の魅力発掘活動、観光促進活動を実施
　
・各地区のまちづくり協議会組織体制の確認及び課題の把握、情報交換

1,130 789
B.概
ね達
成

3.現
状維
持

・地域活性化推進事業を通じて地域活動団体「青谷地域づくり連絡協議会（8団
体）」を支援：　因州和紙活用活動、環境美化活動、鳴り砂保全活動、青谷上寺地
遺跡学習活動、ふるさとＰＲ活動、長尾鼻自然保全活動、青谷町物産販売促進活
動、青谷の魅力発掘活動、観光促進活動を実施

1,130 1,119
A.達
成

2.改
善継
続

・地域活性化推進事業を通じて地域活動団体「青谷地域
づくり連絡協議会（7団体）」を支援：　因州和紙活用活
動、美化活動、鳴り砂保全活動、青谷上寺地遺跡学習活
動、青谷町物産販売促進活動、青谷の魅力発掘活動、
観光促進活動を実施
・各地区のまちづくり協議会組織体制の確認及び課題の
把握、情報交換

・地域活性化推進事業（市補助金）を通じて地域活動団体
「青谷地域づくり連絡協議会（7団体）」を支援：　因州和紙活
用活動、美化活動、鳴り砂保全活動、青谷上寺地遺跡学習
活動、青谷町物産販売促進活動、青谷の魅力発掘活動、
観光促進活動を実施
・各地区のまちづくり協議会組織体制の確認及び課題の把
握、情報交換

1,130 1,117 A.達成
3.現状
維持

青谷地域づくり連絡協
議会への支援により、
青谷の地域資源（鳴り
砂、因州和紙、青谷上
寺地遺跡など）を次世
代に継承する団体の活
動が推進され、地域活
性化が図られた。

引き続き地域活性化を
支援していくが、活動団
体の構成員の高齢化な
どもあり、活動団体や
リーダーの育成や支援
が必要である。

協働推進課
青谷町総合支所 6

①「卓球のま
ち青谷」の復
活
【スポーツ・レ
クリエーショ
ンの振興】

〇卓球のまちづ
くりの推進

「卓球のまち青谷」の復活
卓球教室・青谷オープン卓球大会の開催などを
通して、青谷高校卓球部及びOB等の役員協力な
ど、青谷地域住民と一体となって地域再興意識を
共有する基盤づくりを進めることができた。

「卓球のまち青谷」の復活
　地元住民が卓球にふれあう機会とし
て、オープン卓球大会で開催する講
習会への参加促進。

｢卓球のまちづくり」の推進
・出張卓球講習会の開催協力についての検討
・青谷高校卓球部員及びOBによる卓球教室開催協力についての検討
・第7回青谷オープン卓球大会の開催支援（11/6,7）
※新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

400 2
C.未
達

2.改
善継
続

｢卓球のまちづくり」の推進
・卓球大会の協力
・体育協会青谷町支部主催で、「青谷上寺朗杯卓球大会」を１２月４日に開催し
た。（参加者：５６名）
・第8回青谷オープン卓球大会の開催支援（11/5,6）は新型コロナウイルス感染拡
大防止のため中止

400 3
C.未
達

2.改
善継
続

｢卓球のまちづくり」の推進
・卓球大会の協力
・体育協会青谷町支部主催で、「青谷上寺朗杯卓球大
会」を１２月３日に開催予定。
・青谷高校卓球部員及びOBによる卓球教室開催協力
・第8回青谷オープン卓球大会の開催支援（11/4、5）

｢卓球のまちづくり」の推進
・卓球大会の協力
・体育協会青谷町支部主催で、「青谷上寺朗杯卓球大会」を
１２月３日に開催。（参加者：５２名）
・青谷オープン卓球大会の開催支援（11/4、5）

400 400
B.概ね
達成

2.改善
継続

青谷オープン卓球大会
の開催などを通して、青
谷高校卓球部及びOB
等の役員協力など、青
谷地域住民と一体と
なって地域再興意識を
共有する基盤づくりを進
めることができた。

卓球のまちづくりを進め
るため、オープン卓球と
青谷上寺朗杯の両大会
の関係を整理し、事業
方針を精査していく。

青谷町総合支所 7

国際交流事業
自治体間による交流事業継続が難しくなる中で、
学校教育における国際化の特色づくりの側面か
ら、地域活性化の取組として支援・協力体制を維
持・継続に努めた。

高校を中心とした国際交流事業の活
動の継続につなげていく。

②については（※青谷高等学校カリキュラム見直し等により推進計画施策から削
除する。）

－ － － －
②については（※青谷高等学校カリキュラム見直し等により推進計画施策から削
除する。）

－ － － － ― － － － 削除
青谷町総合支所 8

地域と連携した青谷高等学校の魅力づくりの取組の協力・支援
　・「青谷高等学校の活性化を支援する会」「青谷地域賑わい創出実行委員会」と
連携し、青谷学、地域課題探究の支援
・9/9高校生だっぴ、9/22青谷学（青谷のまちなみを知る）の実施協力
・10/5「活性化を支援する会」の活動協議

－ －
B.概
ね達
成

3.現
状維
持

地域と連携した青谷高等学校の魅力づくりの取組の協力・支援
　・「青谷高等学校の活性化を支援する会」「青谷地域賑わい創出実行委員会」と
連携し、青谷学、地域課題探究の支援
・9/15高校生だっぴ、10/4，11，18，11/1青谷学Ⅱ（伯耆街道をゆく～青谷編～）
の実施協力
・2/7「活性化を支援する会」の活動協議

－ －
B.概
ね達
成

3.現
状維
持

地域と連携した青谷高等学校の魅力づくりの取組の協
力・支援
　・「青谷高等学校の活性化を支援する会」「青谷地域賑
わい創出実行委員会」と連携し、青谷学、地域課題探究
の支援

地域と連携した青谷高等学校の魅力づくりの取組の協力・
支援
　・「青谷高等学校の活性化を支援する会」「青谷地域賑わ
い創出実行委員会」と連携し、青谷学、地域課題探究の支
援

－ 49 A.達成
3.現状
維持

青谷高校の特色ある学
校作りを支援するため、
高校の意向を踏まえて
適切な支援を行っていく
必要がある。

青谷町総合支所 9

青谷上寺地遺跡を活かした「弥生文化探究」カリキュラム創設による考古学を打
ち出した青谷高等学校の魅力化を推進する。
・青谷上寺地遺跡利活用事業推進部会に参画
※第15回全国高校生歴史フォーラムで県内初の優秀賞受賞

－ －
B.概
ね達
成

3.現
状維
持

青谷上寺地遺跡を活かした「弥生文化探究」カリキュラム創設による考古学を打
ち出した青谷高等学校の魅力化を推進する。
令和5年度から県外から青谷高等学校に入学し、青谷上寺地遺跡等を活用した
地域学習を履修する生徒に対して支援をすることとした。
※第16回全国高校生歴史フォーラムで佳作受賞

－ －
B.概
ね達
成

4.現
状維
持

青谷上寺地遺跡を活かした「弥生文化探究」カリキュラム
創設による考古学を打ち出した青谷高等学校の魅力化
を推進する。
令和5年度から県外から青谷高等学校に入学し、青谷上
寺地遺跡等を活用した地域学習を履修する生徒に対して
支援をすることとした。

青谷上寺地遺跡を活かした「弥生文化探究」カリキュラム創
設による考古学を打ち出した青谷高等学校の魅力化を推進
する。
令和5年度から県外から青谷高等学校に入学し、青谷上寺
地遺跡等を活用した地域学習を履修する生徒に対して支援
をすることとした。

－ 0 C.未達
2.改善
継続

青谷高校が「地域みら
い留学」を継続して取り
組んでおり、青谷上寺
地遺跡棟を活用した地
域学習を履修する生徒
に対して支援を継続す
る必要がある。

青谷町総合支所 10

保育園、小中高との連携強化
青谷中学校区地域創造学校運営協議会の取り組
を継続する中で、保育園、小中高間のつながりを
創出し、地域への愛着を育てる相互の連携関係
を継続することができた。

青谷中学校区地域創造学校運営協
議会の取組に協力し、保育園、小中
高との連携を継続する。

③については（※青谷中学校区創造学校運営協議会が主体になり恒常的な運営
となるため、推進計画施策から削除する。）

－ － － －
③については（※青谷中学校区創造学校運営協議会が主体になり恒常的な運営
となるため、推進計画施策から削除する。）

－ － － － ― － － － － － 削除
青谷町総合支所 11

○地場産業の
現状把握

○ 地 場 産 業 の
現状把握 12

○特産品の販
路拡大

○ 特 産 品 の 販
路拡大

○ 特 産 品 の 販
路拡大 13

○担い手育成
と後継者 の確
保

○担い手育成と
後継者の確保

○担い手育成と
後継者の確保

就農舎を中心とした担い手育成。
現在、研修生2名が就農の研修
中。H30年度に経営継承で就農
予定。就農について関係機関の
協力により育成指導中。

・農業研修生2名が、H29年度に就農研修を終え、
H30年に経営継承により新規就農した。
・H30年度から地域おこし協力隊員1名が原木シイ
タケ生産の研修を開始したが、令和元年度末を
もって退職し、2年間の研修を終えた。

研修継続を予定していた地域おこし
協力隊員が、急遽令和元年度までで
活動を中止したため2年度の計画はな
くなり、3年度以降に新たな事業に取
組めるか再検討する。

鳥取県漁協の事業で、令和3年4月から3年間、漁協青谷支所（長和瀬）にて2名が
就業研修を実施。

－ －
A.達
成

3.現
状維
持

鳥取県漁協が、令和4年度も漁協青谷支所（長和瀬）１名、夏泊支所１名、計2名
の就業研修を継続実施。

－ －
C.未
達

3.現
状維
持

就業研修等への支援の継続
支援の要請等がなかったため、特になし
（研修実績は、青谷支所１名（いか・刺し網等）、夏泊支所２
名（定置網））

－ － C.未達
3.現状
維持

計画期間中に研修終了
後に就農した方が３名
あった。漁業について
は研修を継続している。

担い手育成と後継者の
確保は支所として重要
な課題として認識してい
るものの、支所の関わ
り方等について受け入
れ団体等と調整等が必
要。

林務水産課
農業振興課
農業委員会
青谷町総合支所
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○夏泊朝市の
実 施 ・ 地 域 の
活 性 化 ・ 交 流
人口の拡大

○ 夏 泊 朝 市 の
実施・地域の活
性化・交流人口
の拡大

○  夏  泊  朝  市  の
 実 施 ・水産資源
を活用した地域
の活性化・交流
人口の拡大

例年に比べ時化等の影響もあり
漁の回数は減ったが昨年並みの
実績はあった。

夏泊朝市は鳥取県漁協夏泊支所の運営で毎年
開催され、集客も安定して認知度も上がってき
た。

・夏泊朝市は、実施主体である漁協の
方針により事業整理され、令和2年度
からは実施されないことになった。定
置網漁は継続される。

・「あおいち」イベントと漁協夏泊支所
の協力は継続する方向で協議。

夏泊の定置網漁は今後も継続｡
・5/17 夏泊朝市の定期開催について県漁協・夏泊支所と協議。R3年度は新型コ
ロナウイルス感染拡大防止のため開催を見送り

「あおいち」イベントを夏泊漁港で開催
※新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

－ －
C.未
達

3.現
状維
持

「あおいち」イベントを夏泊漁港で開催
※新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

－ －
C.未
達

3.現
状維
持

コロナ禍で中止となっている朝市の再開、「あおいち」との
共催イベント再開へ向けて、県漁協、夏泊支所と協議。

⇒R5.5.13朝市実施。今後については、県漁協と継続
協議。

夏泊朝市を４年振りに復活
R5.5.13～10.28の間に９回開催

－ － A.達成
2.改善
継続

新型コロナの影響で中
断はあったものの、朝
市の継続開催により、
漁業に対する魅力の向
上、交流人口の拡大、
魚食の普及等に成果が
あった。

継続して実際されるよ
う、主催の県漁協と調
整を図っていくことが必
要。

林務水産課
青谷町総合支所 15

○ジオ関 連ガ
イドの養成

○ ガ イ ド 団 体
の設立

○ガイド団体が
中 心 と なっ て、
青谷町内のジオ
サイトや歴史文
化を案内できる
ガイドの養成を
図る。
○観光ガイド体
制の確立及び観
光ガイドコース

○ガイド団体の
育成
○観光ガイド体
制 の 確 立 及 び
観光ガイドコー
スの設定

・ガイド団体の設立はできた。 青谷町ガイドネットワークと観光事業マッチング等
により、ガイドネットワークの役割を確立し、継続
した団体育成につなげることができた。

・引き続き、青谷町ガイドネットワーク
への情報提供やガイド活動の活性化
について支援を行う。

・観光ガイドコースの設定。

B.概ね
達成

青谷町ガイドネットワー
ク等により観光ガイド受
付体制の整備し、観光
ガイドコースが設定され
たことにより、観光客の
受入れ案内体制が整備
された。

ガイド人材の育成によ
る案内体制の拡充や、
新たに進められている
サイクリングによる観光
への対応が必要となっ
ている。

観光・ジオパーク推進課
青谷町総合支所 16

○青谷上寺地
遺跡保存管理
計 画 ・ 整 備 活
用基本計画に
基づいた整備

○ 青 谷 上 寺 地
遺 跡 保 存 管 理
計画・整備活用
基本計画に基づ
いた整備
○ 青 谷 上 寺 地
史 跡 公 園 の 運
営 協 力 団 体 の
育成

○ 青 谷 上 寺 地
遺 跡 保 存 管 理
計画・整備活用
基本計画に基づ
いた整備
○ 青 谷 上 寺 地
史 跡 公 園 の 運
営 協 力 団 体 の
設立

青谷上寺地遺跡保存活用協議会
への支援が主な活動であった
が、活動内容がマンネリ化し、参
加者や協力者が増える状況では
なかった。

・青谷上寺地遺跡保存活用協議会への参画
・Ｈ30年度およびＲ元年度に青谷上寺地遺跡ボラ
ンティア講座を実施し、青谷上寺地遺跡応援団の
人材育成を進め、講座を修了したガイド候補者の
増を図った。
Ｈ30年度：１１人
令和元年度：14人

・Ｒ2年度から青谷上寺地遺跡の史跡
整備工事着手されるにあたり、青谷上
寺地遺跡保存活用協議会への支援を
行い、連携する。
・青谷上寺地遺跡ボランティア講座に
ついては、Ｒ2年度が最終年度だが、
人材育成については「青谷上寺地遺
跡を学ぶ会」「青谷上寺地遺跡友の
会」とも連携し、Ｒ3年度以降も継続す
る方向で働きかけて行く。

C.未達

青谷上寺地遺跡保存管
理計画・整備活用基本
計画に基づいた整備が
推進され、令和６年３月
に青谷かみじち史跡公
園がオープンした。史跡
公園の運営協力団体に
ついては、県が史跡公
園ボランティア登録制度
を設けており、必要な運
営協力を行っている。

整備や運営方法につい
て、県と連携しつつ市と
して取り組むべき内容
の精査が必要。

文化財課
青谷町総合支所 17

ＪＲ青谷駅前整備に合わせ、観光
案内板等の設置を検討した。

JR青谷駅前観光案内版移設整備を完了
・バス待合所を活用した観光情報提供等の取組
により地域情報に触れる場づくりの拡充を図れ
た。

整備完了 － － － － － － － － － － － － 観光案内看板設置済 完了
R元年度で完了
JR青谷駅前広場
観光案内版移設

都市企画課
観光・ジオパーク推進課
青谷町総合支所
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こばしまウォーキングは、地域の
歴史認識を深めるというより、
ウォーキングに重点を置いた内
容であり、近年のウォーキング
ブームもあり参加者は多い。青谷
町を知っていただく効果ありと判
断している。再発見ツアーは、小
学生の参加者が大部分を占めて
いる。

ウォーキングコースに、海岸の景色や神社等を組
込み、青谷町内、県内、県外の参加者に青谷町
の魅力をＰＲした。
●地域の歴史資源に接するイベントにより、参加
者を通じた青谷の魅力発信取組を創出した。

青谷町内からの参加だけではなく、市
外、県外からの参加者も多いため、歴
史や自然に触れることができ、地域の
ことを知っていただく効果がある。青
谷の魅力を発信できるウォーキング
コースの検討。

・あおいちウォーキング
・こばしまウオーキング（勝部地区）

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止
― ―

C.未
達

3.現
状維
持

・こばしまウオーキング（青谷地区）
来年オープン予定の施設を見学「青谷かみじち史跡公園コース」

１１月１３日（日）開催、４１名参加。（新型コロナウィルス感染拡大防止対策のた
め、青谷町在住者に限定し規模を縮小して開催した）
途中のこばしま休憩が取れなかったので、ウォーキング後地域で作られたおにぎ
りやお菓子を配布した。

― ―
B.概
ね達
成

3.現
状維
持

・こばしまウオーキング（青谷地区）
今年オープンする史跡公園周辺を見学する、「青谷か

みじち史跡公園コースⅡ」

・こばしまウオーキング（青谷地区）
赤尾谷を通り、今年オープンする史跡公園周辺を見学す

る、「青谷かみじち史跡公園コースⅡ」10月22日開催し37名
参加

― ―
B.概ね
達成

3.現状
維持

ウォーキングコースに、
青谷かみじち史跡公園
周辺を組み込み、青谷
町内、県内、県外の参
加者に青谷町の魅力を
ＰＲした。

史跡、文化財、自然等
地域の効果的な魅力発
信とウォーキングによる
健康イベントとの両立

観光・ジオパーク推進課
文化財課
青谷町総合支所
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②青谷高校と
連携した鳥取西
いなばまちづく
り会社活動支援

賑わい創出
と地域経済
の活性化、
交流人口の
拡大

【商業とサー
ビス業等の
振興】

〇「西いなばの
逸品」商品開発

鳥取市西商工会及び青谷・気高・鹿野総合支所が連携し、それぞれが構成員とな
る西いなば実行委員会の方針案により、青谷高校生徒からアイデアを募り、西い
なば地域の素材を使った商品の開発と道の駅「気楽里」を中心に販路確保を図
る。
・西いなば実行委員会を西地域3町の持続的発展に寄与する組織として規約改
正。3支所管内年度事業の共有、情報発信に取り組むこととなった。

― ―
C.未
達

3.現
状維
持

西いなば実行委員会の方針案により、青谷高校生徒からアイデアを募り、西いな
ば地域の素材を使った商品の開発と道の駅「気楽里」を中心に販路確保を図こと
としていたが高校からの要請で中止とした。

― ―
C.未
達

5.休
止、
廃

止、
終了

― － ― ― 廃止
青谷町総合支所 20

－ －
B.概
ね達
成

3.現
状維
持

－ －
B.概
ね達
成

3.現
状維
持

－

市民活動を通し、県外へ特産物の販売・ＰＲ及び企業等
に販路拡大
・コロナ禍で中止となっていた池田市との交流事業の再
開を目指す。
・池田市ダイハツ工業生活協同組合との特産物販売を継
続

－ －
3.現状
維持

青谷かみじち史跡公園オープンを視野に入れて、青谷地
域の観光資源の観光ガイド体制を確立するため、青谷上
寺地遺跡ボランティア講座受講生の人材活用、青谷町ガ
イドネットワーク等関係団体と連携しながら、ガイドの育
成を図る。

・観光ガイド体制の運用及び観光ガイドコースによるガイ
ドの実施
　青谷町ガイドネットワークによる青谷町歴史探訪ガイド
コースでのガイドの実施

・山陰海岸ジオパーク推進協議会、同ジオパーク拠点施
設鳥取市あおや郷土館と連携して、山陰海岸ジオパーク
めぐりコースとして新たな青谷かみじち史跡公園周辺コー
ス（同協議会がコース設定）と既設の夏泊・長尾鼻コー
ス、勝部不動滝コースでのジオガイドによるガイドの実
施。

― －
2.改善
継続

C.未達

青谷かみじち史跡公園オープンを視野に入れて、青谷地域
の観光資源の観光ガイド体制を確立するため、青谷上寺地
遺跡ボランティア講座受講生の人材活用、青谷町ガイドネッ
トワーク等関係団体と連携しながら、ガイドの育成を図っ
た。
・観光ガイド体制の運用及び観光ガイドコースによるガイド
の実施
・青谷町ガイドネットワークによる青谷町歴史探訪ガイドコー
スでのガイドの実施
・市観光ジオパーク推進課、鳥取市あおや郷土館、支所市
民福祉課と連携して、新たな青谷かみじち史跡公園周辺
コースを設定した「あおやかみじちマップ」を作製した。ま
た、山陰海岸ジオパーク推進協議会が「夏泊・長尾鼻コー
ス」の最新版を作製した。

・史跡整備については、県が主導して計画に基づいた整備
を実施
・史跡公園の運営協力団体については、県が史跡公園ボラ
ンティア登録制度を設けており、必要な運営協力を行ってい
る。

・県外のイベントへ出店
して特産物の販売PRを
してきたものの、新型コ
ロナの影響により中断
している。
・県外企業への販路拡
大については、ダイハツ
工業生活協同組合への
特産物の販売、取引を
継続した。

支所として特産品の販
路拡大には取り組んで
いないため、販路拡大
を行っている事業者と
の役割整理等が必要。

－ －

市民活動を通し、県外へ特産物の販売・ＰＲ及び企業等に販路拡大
・新型コロナウイルス感染症拡大防止のため事業を中止
・池田市ダイハツ工業生活協同組合との特産物販売を継続。
　青谷ようこそ館でを通じて二十世紀梨396箱を販売

－ -
C.未
達

3.現
状維
持

担当課

経済・雇用戦略課
農業振興課
青谷町総合支所

R５年度

－ －

市民活動を通し、県外へ特産物の販売・ＰＲ及び企業等に
販路拡大
・池田市ダイハツ工業生活協同組合へ、青谷ようこそ館を
通じて二十世紀梨を407箱販売

青谷高等学校の魅力づ
くりの取組協力・支援
「青谷高等学校の活性
化を支援する会」「青谷
地域賑わい創出実行委
員会」と連携し、青谷
学、地域課題研究を支
援し、青谷高校の課題
研究「海ゴミ問題」「ウニ
の資源活用研究」など、
地域魅力資源の発掘や
高校の魅力発信の成果
を得ることができた。

地域みらい留学は６年
度以降入学生が見込ま
れている。

②地域資源の
有効活用によ
る、魅力ある

まちづくり

①歴史的資源・
自然的資源・農
産物を含む地
場産業・文化的
資源などを道の
駅を核として有
効活用した取組
を進めること
が、中山間地域
対策に重要で
あり、住民が誇
れるまち・魅力
あるまちをめざ
し交流人口の
拡大を図る。

地場産業の
育成

【農林水産業
の 振興成長
産業化】

①地域コミュ
ニティの増
進、活力の
あるまちづく
り

①青谷地区を
中心としたコン
パクトなまちづく
りを進め、憩い
や賑わいの空
間を創出する。

地域生活拠
点の整備

【生活基盤の
充実】
【工業の振
興】

 ②国際交流
 事業の継続・
 拡大
②地域住民
と連携した
「青谷学」「課
題探究」取組
の推進
 ③保育所、
 小中高との
 連携強化

【教育の充
実・郷土愛の
醸成】

③青谷高等学
校は、特色のあ
る取組や地域と
の繋がり強化に

取り組む。

○郷土愛を育む
事業
　・青谷高等学
校の青谷学へ
の事業協力
　・小・中・高校
生のイベント等
への参画

〇青谷高校の
魅力化の取組
の支援

歴史的資源
等を磨き上
げ交流人口
を増加

【 文化財の整
 備・保存・活
 用】
【文化芸術に
よるまちづく
りの推進】

【滞在型観光
の推進】

地域と連携した青谷高等学校の魅力
づくりの取組協力・支援。
「青谷高等学校の活性化を支援する
会」「青谷地域賑わい創出実行委員
会」と連携し、青谷学、地域課題研究
への継続的な支援。

観光ガイド体制を確立するため、青谷上寺地遺跡ボランティア講座受講生の人材
活用、青谷町ガイドネットワーク等関係団体と連携しながら、ガイドの育成を図っ
た。

・観光ガイド体制の運用及び観光ガイドコースによるガイドの実施
　青谷町ガイドネットワークによる青谷町歴史探訪ガイドコースでのガイドの実施
（6件）
　

C.未
達

3.現
状維
持

観光ガイド体制を確立するため、青谷上寺地遺跡ボランティア講座受講生の人材
活用、青谷町ガイドネットワーク等関係団体と連携しながら、ガイドの育成を図る。

・観光ガイド体制の確立及び観光ガイドコースの設定
　青谷町ガイドネットワークが青谷町歴史探訪ガイドコース案（7コース）を設定し
実施検討中
　11/13青谷地区地域探訪、3/5北前船・朱印船ウォーク2022で青谷町ガイドネッ
トワークがガイド担当
　
・青谷地域にぎわい創出事業として、青谷上寺地遺跡利活用推進事業でボラン
ティア養成講座を実施（年6回）
　11月～3月にジオガイド講座と合わせて計6回の講座を鳥取市文化財団に委託
し実施

○情報板等の
検討・整備
○地域の歴史
認 識 、 地 域へ
の愛着を深め
るための 修景
の検討・整備

○ 地 域 の 歴 史
認識、地域への
愛着を深めるた
め の 修 景 の 検
討・整備

○ 史 跡 、 文 化
財、自然等地域
の 素 材 を 活 か
し、歴史認識、
地域への愛着を
深める

市民活動を通し、特産物の販売
及びふるさと納税商品などへ販
路拡大をＰＲ。
ダイハツ工業生活協同組合との
特産物の販売、取引を行った。

－

・市民活動を通し、県外のイベントへ出店し特産
物の販売・PRを実施した。
・県外企業への販路拡大でダイハツ工業生活協
同組合との青谷町の特産物の販売、取引を継続
している。

・市民活動を通し特産物の販売促進
を継続及びさらなる販路拡大。
・ダイハツ工業生活協同組合との特
産物の販売、取引も引き続き行ってい
く。

市民活動を通し、県外へ特産物の販売・ＰＲ及び企業等に販路拡大
・池田市との交流事業を年2回から3回開催の計画は、コロナ禍の影響により中
止。
・池田市ダイハツ工業生活協同組合との特産物販売を継続
　青谷ようこそ館で地域特産物販売実施。二十世紀梨等655箱を販売

②全体的に人
口が減少し高
齢化が進む状
況の中、各地区
公民館は地区
の特性を活かし
た事業に取り組
んでいく。

○青谷高等学
校活性化に向
けた組織立ち
上げ
○「卓球のまち
青谷」復活に向
けて町民の意
識改革・卓球
教室・卓球大
会の開催
○各種イベント
等への参画
○留学生の受
け入れ
○人材育成
（通訳等）
○郷土愛を育
む事業（青谷
再発見、子ども
ガイド養成）
○国際交流イ
ベントの推進

○郷土愛を育む
事業（青谷再発
見、子どもガイド
養成）

①「卓球のまち青谷」の復活
　・卓球教室・青谷オープン卓球
などを通して一定の成果があった
ものと考える。

②国際交流事業
　・交流先の自治体の考えにも影
響され、中国太倉市との交流は
縮小状況。
　・青谷高等学校も交流先を韓国
居昌中央高等学校と限定し、国
際交流事業は縮小傾向。

③保育園、小中高との連携強化
　・地域創造学校等の取組で保
育園、小中の連携が図られた。
　・青谷高等学校の活性化を支援
する会が平成29年度結成された
ことにより今後の地域との連携が
期待できる。

青谷高等学校の魅力づくりの取組協力・支援
「青谷高等学校の活性化を支援する会」「青谷地
域賑わい創出実行委員会」と連携し、青谷学、地
域課題研究の取組を支援する中から、青谷高校
の課題研究「青谷木綿の復活」の取組等へ繋げ
るなど、地域魅力資源の発掘成果を得ることがで
きた。

－ －

R３年度

備考項目名 事業概要
目標

【基本計画・
施策】

推進期間
短期（～２９年度）における総括 中期（～令和元年度）における総括 R４年度 長期（～R５年度）における総括



青谷町総合支所　「鳥取市新市域振興ビジョン」推進計画　進捗チェック状況

短期 中期 長期

～２９年度 ～R元年度 ～Ｒ５年度 成果（何をどれだけ） 成果（何をどれだけ） 次年度以降への課題・方向性 実施内容
予算額
（千円）

決算
額
（千
円）

目標
達成
度

事業
の

方向
性

実施内容 予算額
（千円）

決算
額
（千
円）

目標
達成
度

事業
の

方向
性

実施計画 実施内容 予算額
（千円）

決算額
（千円）

目標
達成度

事業
の

方向
性

成果（何をどれだけ） 今後の課題・方向性

担当課

R５年度R３年度

備考項目名 事業概要
目標

【基本計画・
施策】

推進期間
短期（～２９年度）における総括 中期（～令和元年度）における総括 R４年度 長期（～R５年度）における総括

自 主 防 災組
織 の 充 実 と
連携

【地域防災力
の向上】

○自主防災組
織 の 体 制 整
備・連携

○ 自 主 防 災 組
織の体制整備。
○ 自 主 防 災 組
織 訓 練 の 高 度
化の検討

○ 自 主 防 災 組
織の体制整備。
○ 自 主 防 災 組
織 訓 練 の 高 度
化

・自主防災組織の資機材整備補
助事業を活用して資機材の充実
を図ることができた。

・訓練実施の自主防災組織数が
増えた。

資機材の整備と住民への意識啓発の取組によ
り、防災意識の充実と自治会の組織強化につな
げた。

鳥取市自主防災会地域防災力強化補助金
Ｒ2年3月末現在11団体利用。

訓練を実施している自主防災組織は
多いが、ほぼ消火訓練であり、地震や
水害の場合に対応した訓練の促進。

・自主防災組織の訓練促進
　鳥取市自主防災会連合会活動助成事業　26団体利用
　鳥取市自主防災会連合会地区防災訓練助成事業　5団体利用

・鳥取市わがまち防災支援補助金等の周知と利活用推進
　鳥取市わがまち防災支援補助金
　2団体利用

―

520
130

550

B.概
ね達
成

3.現
状維
持

青谷町自治連合会研修会等において、各種助成制度を周知し、自主防災会組織
の訓練促進を図る。

・鳥取市わがまち防災支援補助金等の周知と利活用推進（３団体）

― ―
B.概
ね達
成

3.現
状維
持

青谷町自治連合会研修会等において、各種助成制度を
周知し、自主防災会組織の訓練促進を図る。

・自主防災組織の訓練促進
　鳥取市自主防災会連合会活動助成事業　26団体利用

鳥取市自主防災会連合会地区防災訓練助成事業 5団体
利用

― ―
B.概ね
達成

3.現状
維持

各種助成制度の活用に
より、自主防災会組織
の訓練を促進し、防災
体制の強化を図った。

今後の継続して、自主
防災会組織の訓練等活
動を支援していく。

危機管理課
青谷町総合支所 21

避 難 行 動要
支 援 者 支援
制 度 へ の登
録啓発（新規
登 録 、 追 加
登録の促進）

【地域防災力
の向上】

○制度の啓発
及び 地域 との
連携

○制度の啓発と
本事業における
地域の役割につ
いて地域の理解
を深める。

○制度の主旨、
地 域 の 役 割 等
について周知を
図り、登録を促
進する。

登録者数408名
新規登録者数
　Ｈ30年度：13人
　Ｒ元年度：12人

まちづくり協議会等と連携しながら協
働のまちづくりを進めるとともに、機会
を捉えながら、より一層の周知、登録
勧奨等を行う。

・青谷町自治連合会研修会(R04.03文書周知)、民生児童委員協議会定例会
(R03.10)等の機会を捉えて制度周知と登録勧奨依頼
　
・啓発チラシの作成・配付(支所、地区公民館、社会福祉協議会)

≪参考≫令和3年度末登録者数：314人

― ―
B.概
ね達
成

3.現
状維
持

・青谷町自治連合会研修会(R05.02文書周知)、民生児童委員協議会定例会
(R04.12)等の機会を捉えて制度周知と登録勧奨依頼
　
・いきいきサロンへ出前講座の案内(R04.06)を行い、希望サロンへの制度説明を
実施

≪参考≫令和4年度末登録者数：288人

― ―
B.概
ね達
成

3.現
状維
持

・青谷町自治連合会研修会、民生児童委員協議会定例
会等の機会を捉えて制度周知と登録勧奨依頼
　
・社会福祉協議会と連携し、機会を捉えた制度周知と登
録促進を実施

・啓発チラシの作成・配布

・青谷町自治連合会研修会(R06.03)、民生児童委員協議会
定例会(R06.03)等の機会を捉えて制度周知と登録勧奨依頼
　
・社会福祉協議会と連携し、機会を捉えた制度周知と登録
促進を実施
　いきいきサロンへ出前講座の案内(R05.06)を実施

≪参考≫令和5年度末登録者数：252人

― ―
B.概ね
達成

3.現状
維持

自治連合会研修会や民
生児童委員協議会への
定期的な制度説明のほ
か、社会福祉協議会と
の連携により制度の周
知は浸透しつつある。

制度に関わる関係住民
の自助・共助の意識を
これまで以上に醸成し
ていく必要がある。

危機管理課
地域福祉課
青谷町総合支所
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ひとり暮らし
の 高 齢 者世
帯 へ 「 安 心
ホットライン」
設置啓発
【 地 域 包 括 ケ
 アの推進】
【超高齢社会
に向けたまち
づ く り の 推
進】

○地域と 連携
しつつ、避難行
動要支援制度
と 合 わ せ て本
事業の周知を
図る。

○地域と連携し
つつ、避難行動
要支援制度と合
わせて本事業の
周知を図る。

○地域と連携し
つつ、避難行動
要支援制度と合
わせて本事業の
周知を図り、設
置を促進する。

利用者数31名
新規設置者数
　Ｈ30年度：2人
　Ｒ元年度：1人

機会を捉えながら、より一層の周知、
設置勧奨等を行う。

・青谷町自治連合会研修会(R04.03文書周知)、民生児童委員協議会定例会
(R03.06文書周知)等の機会を捉えて制度周知と設置勧奨依頼
　
・窓口に機器の見本を設置

・老人クラブ連合会青谷町支部定例会長会(R04.12)で制度周知

≪参考≫令和3年度末設置者数：25人

― ―
B.概
ね達
成

3.現
状維
持

・青谷町自治連合会研修会(R05.02文書周知)、民生児童委員協議会定例会
(R05.01)等の機会を捉えて制度周知と設置勧奨依頼
　
・窓口に機器の見本を設置

≪参考≫令和4年度末設置者数：27人

― ―
B.概
ね達
成

3.現
状維
持

・青谷町自治連合会研修会、民生児童委員協議会定例
会等の機会を捉えて制度周知と設置勧奨依頼
　
・社会福祉協議会と連携し、機会を捉えた制度周知と設
置促進を実施

・窓口に機器の見本を設置

・青谷町自治連合会研修会(R06.03)、民生児童委員協議会
定例会(R06.03)等の機会を捉えて制度周知と設置勧奨依頼
　
・社会福祉協議会と連携し、機会を捉えた制度周知と設置
促進を実施
　いきいきサロンへ出前講座の案内(R05.06)を実施

・窓口に機器の見本を設置

≪参考≫令和5年度末設置者数：26人

― ―
B.概ね
達成

3.現状
維持

自治連合会研修会や民
生児童委員協議会への
定期的な制度説明のほ
か、社会福祉協議会と
の連携により制度の周
知は浸透しつつある。

制度周知については継
続して取り組む必要が
ある。

危機管理課
長寿社会課
青谷町総合支所
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高齢者・障が
い者等を地
域で見守り
支え合うネッ
トワークづく
り

 【地域包括ケ
 アの推進】
【超高齢社会
に向けたまち
づくりの推
進】

○青谷町住民
の健康・福祉
の現状を地域
住民へ伝える。

○青谷町住民
の健康・福祉の
現状について、
地域住民の理
解を深め、改善
のための気づき
を促す。

○青谷町住民
に、健康・福祉
の充実の必要
性を伝えるとと
もに、地域住民
と協働してでき
ることを話し合
いできることか
ら取り組んでい
く。

・健康教育(グループワーク含む）
【６回】を実施し、健康に対する意
識づくりを図ることができた。
・青谷地域振興会議においても、
青谷地域の現状を共有し、地域
支援の必要性について感じてもら
えた。

地域住民が主体となって、２つの居場所づくりに
着手

地域福祉力向上の必要性を機会を捉
えながら訴えていくとともに、地域住
民・まちづくり協議会等と一緒になって
できることから取り組む。

・ネットワーク構築の土壌づくりとして、民生委員や福祉事業所等との連携強化、
地域住民を対象として健康教育や啓発等を実施

・精神障がい者や引きこもりの方等の居場所づくりへの助言・今後の展開につい
て検討等

・子育て中の親と子の居場所づくりについて地域住民と一緒になって検討等

― ―
B.概
ね達
成

3.現
状維
持

・ネットワーク構築の土壌づくりとして、民生委員や福祉事業所等との連携強化、
地域住民を対象として健康教育や啓発等を実施

・精神障がい者や引きこもりの方等の居場所づくりへの助言・今後の展開につい
て検討等

・子育て中の親と子の居場所づくりについて地域住民と一緒になって検討等

― ―
B.概
ね達
成

3.現
状維
持

・ネットワーク構築の土壌づくりとして、民生委員や福祉事
業所等との連携強化、地域住民を対象として健康教育や
啓発等を引き続き実施

・精神障がい者や引きこもりの方等の居場所づくりへの助
言・今後の展開について検討等

・子育て中の親と子の居場所づくりについて地域住民と
一緒になって検討等

・ネットワーク構築の土壌づくりとして、民生委員や福祉事業
所等との連携強化、地域住民を対象として健康教育や啓発
等を引き続き実施

・精神障がい者や引きこもりの方等の居場所づくりへの助
言・今後の展開について検討等

・子育て中の親と子の居場所づくりについて地域住民と一緒
になって検討等

― ―
B.概ね
達成

3.現状
維持

精神障がい者や引きこ
もりの方等の居場所づ
くりについては、住民主
体の組織が令和2年度
に立ち上がって以来、
運営が軌道にのるよう
後方支援を継続実施し
た。
子育て中の親と子の居
場所づくりについては、
西部地域の子育て支援
者連絡会や青谷地域の
居場所づくりを考える会
を定期的に実施し、情
報交換や課題の共有等
を実施した。

居場所づくりについては
継続して支援・検討する
必要がある。

青谷町総合支所
西地域包括支援セン
ター
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②地域・住民と
協働し生活交
通の維持確保
を図る

持続可能な
生活交通の
維持確保

 【公共交通の
 確保】
【交通ネット
ワークの充
実】

○ 青 谷 町 地 域
における生活交
通の維持確保

持続可能な生活交通のあり方を行政と地域・住民
が協働して検討していく必要があるため、R元年
度から、町内の団体や地域の会議等で情報提供
を行った。
交通政策課が「鳥取市生活交通創生ビジョン」を
策定。

青谷地域は、将来路線バスが存続で
きなくなる可能性が高いので、今から
地域の実情に合った持続可能な生活
交通のあり方を地域や住民と協働し
て検討していく。

・青谷地域生活交通協議会の開催
　（7月、8月、12月、3月）4回開催
・青谷地域における生活交通の在り方検討
　公共交通等事業者との協議（6月、8月、3月）
・地域住民等への情報提供
　青谷支所だより、市HPに情報掲載
　小、中学校PTA役員へ説明会開催（9月）
　自治連合会、まちづくり協議会、地区公民館等へ情報提供

－ －
A.達
成

2.改
善継
続

・青谷地域生活交通協議会の開催
　R4.8.31及びR5.1.24に開催

・路線バスから市有償運送事業への移行に向けた具体的な実施計画の作成
　小学校児童の通学手段確保のための実施計画を作成し、R4.8.31に開催した青
谷地域生活交通協議会で協議・承認
　　⇒R4.11.2に実施計画に基づく実証運行を実施

・地域住民等への情報提供
　青谷支所だより、市HPに情報掲載、関係団体への説明会開催
　R4.8.31に青谷地域生活交通協議会で、路線バスの現在の利用状況や現状につ
いて報告
　R4.9.27に青谷小学校PTA執行委員会で、路線バスの現在の利用状況や現状に
ついてを報告

－ －
B.概
ね達
成

3.現
状維
持

・青谷地域生活交通協議会の開催
　
・路線バスから市有償運送事業への移行に向けた具体
的な実施計画の作成

・地域住民等への情報提供
　青谷支所だより等への情報掲載。

・青谷地域生活交通協議会の開催（５回）
　
・「路線バスがR6.3.31限りで廃止｝と公表されたことを受け、
R6.4.1から市有償バスを運行するための準備（試験運行・時
刻表作成・住民への周知等）

・市有償運送からの移行が想定される共助交通について、
まちづくり協議会への情報提供等

― ― A.達成 1.拡充

R6.3.31限りで青谷町内
を運行する民間の路線
バスは廃止となったが、
R6.4.1から市が運行主
体となる青谷バスを運

行し、生活交通の維持・
確保を図った。

青谷バスの運行は「共
助交通が導入されるま
での当面の間」としてい
るところ。地域等が運行
主体となる共助交通の
導入が進むよう取組を
推進していくことが必
要。

交通政策課
青谷町総合支所 25

③地域防災力
拠点施設の充
実・強化

総合支所整
備事業【地域
防災力向上】

総 合 支 所 整 備
（耐震設備等改
修）

青谷町総合支所耐震設備等改修
（耐震性能向上改修、建設設備改修（自家発電・受水槽）、バリアフリー改修、修
繕更新等）
仮庁舎、一時移転の協議、実施設計内容を関係課・機関と協議

－ －
A.達
成

3.現
状維
持

青谷町総合支所耐震設備等改修（実施設計）
（耐震性能向上改修、建設設備改修（自家発電・受水槽）、バリアフリー改修、修
繕更新等）

－ －
A.達
成

3.現
状維
持

青谷町総合支所耐震設備等改修（実施設計）
（耐震性能向上改修、建設設備改修（自家発電・受水
槽）、バリアフリー改修、修繕更新等）

青谷町総合支所耐震設備等改修（実施設計）
（耐震性能向上改修、建設設備改修（自家発電・受水槽）、
バリアフリー改修、修繕更新等）

－ － A.達成
3.現状
維持

改修工事の実施設計が
完了し、令和６年度より
工事着手予定。

総合支所施設改修によ
り防災機能の充実を図
る。

財産経営課
青谷町総合支所 26

④超高速情報
通信基盤の整
備

　光ファイ
バーによる
超高速通信
網の整備
【地域情報化
の推進】

光ファイバーに
よる超高速通信
網の整備

光ファイバー未整備地域を対象に、国の高度無線環境整備推進事業を活用し、
光ファイバーによる超高速通信網（通信部分）を整備した。
超高速通信網整備後において、一般家庭及び町内事業者等の接続及び利用の
推進に取り組んだ。
３年度に青谷町全域整備事業完了。

－ －
A.達
成

3.現
状維
持

― － － － － ― ― － － － －
令和３年度に青谷町全
域整備が完了した。

完了 R３年度で完了
情報政策課
青谷町総合支所 27

④まちづくりを
支える自立し
た自治体経営

①公共施設の
利活用

青谷上寺地
遺跡展示館
の利活用

旧青谷町商
工会館の利
活用

【魅力ある中
山間地域の
振興】

○青谷上寺地
遺跡整備に伴う
展示ガイダンス
施設整備により
閉館予定とされ
る青谷上寺地遺
跡展示館の利
活用検討

○遊休施設と
なっている旧青
谷町商工会館
の利活用検討

・青谷上寺地遺跡展示館の閉館後の施設について、まちづくりの観点から、有効
な利活用方法について検討する。
　文化財課とR６年度以降の展示館利用について協議

・旧青谷町商工会館の利活用について、西商工会と連携した利活用方法、民間
事業者やNPO等による団体利活用を含めた、有効利用について検討・模索する。
　西商工会と情報共有し有効な利活用検討を継続する

・地域生活拠点として、駅前広場の効果的な利用について、青谷ようこそ館を含
めた、一帯の将来にわたる継続的なあり方を検討する。
　青谷ようこそ館の運営協力と地域特産品開発等の取組を支援する中で、駅前広
場の利用とにぎわい創出に取組

－ －
B.概
ね達
成

3.現
状維
持

・青谷上寺地遺跡展示館の閉館後の施設について、まちづくりの観点から、有効
な利活用方法について検討する。
　文化財課とR６年度以降の展示館利用について協議

・旧青谷町商工会館の利活用について、西商工会と連携した利活用方法、民間
事業者やNPO等による団体利活用を含めた、有効利用について検討・模索する。
　西商工会と情報共有し有効な利活用検討を継続する

・地域生活拠点として、駅前広場の効果的な利用について、青谷ようこそ館を含
めた、一帯の将来にわたる継続的なあり方を検討する。
　青谷ようこそ館の運営協力と地域特産品開発等の取組を支援する中で、駅前広
場の利用とにぎわい創出に取組

－ －
C.未
達

3.現
状維
持

・青谷上寺地遺跡展示館の閉館後の施設について、有効
な利活用方法について検討を継続し、活用方法を決定す
る。

・旧青谷町商工会館の利活用について、西商工会と連携
した利活用方法、民間事業者やNPO等による団体利活
用を含めた、有効利用について検討・模索する。

・地域生活拠点として、駅前広場の効果的な利用につい
て、青谷ようこそ館を含めた、一帯の将来にわたる継続
的なあり方を検討する。

・青谷上寺地遺跡展示館の閉館後の施設について、有効な
利活用方法について検討を継続し、活用方法を決定する。

・旧青谷町商工会館の利活用について、西商工会と連携し
た利活用方法、民間事業者やNPO等による団体利活用を
含めた、有効利用について検討・模索する。

・地域生活拠点として、駅前広場の効果的な利用について、
青谷ようこそ館を含めた、一帯の将来にわたる継続的なあ
り方を検討する。

－ － C.未達
2.改善
継続

旧青谷上寺地遺跡展示
館は、令和８年度まで
青谷かみじち史跡公園
青谷分室が使用する。
旧青谷町商工会館は鳥
取市西商工会が売却の
意向を表明しており、今
後は民間事業者による
運営となる。

旧青谷上寺地遺跡展示
館については、令和９
年度以降の利用につい
て文化財課他関係部局
と調整が必要。
旧青谷町商工会館につ
いては、鳥取市西商工
会が売却後、民間事業
者と連携した地域活性
化を進めていく。

文化財課
都市企画課
農政企画課
青谷町総合支所
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③安心・安全
なまちづくり

①各集落の自
助・共助による
推進で「地域を
自ら守る」取組
を図る。


